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交通安全に対する意識交通安全に対する意識

歩行者の交通事故状況歩行者の交通事故状況

歩道設置等の整備が求められています歩道設置等の整備が求められています

山
口
県
の
現
状
と
課
題

●快適な歩行空間の整備快適な歩行空間の整備

アウトカム指標：⑤歩道設置率アウトカム指標：⑤歩道設置率

歩行者にやさしい道路空間整備を示す指標歩行者にやさしい道路空間整備を示す指標

利
用
者
の
意
識

現
状
の
分
析

交通安全に関する世論調査 より

「Ｑ：歩行者として不満に思っていること，困っていることがありますか？ 」

平成19年度版 山口県警察本部 「交通白書」

全国13位(中国地方3位)

14.6％
(安心歩行エリア事故抑止率)

平成18年度の目標達成状況

● 平成18年度 達成度報告

平成平成1818年度年度 実績値実績値

40.940.9％％

平成平成1818年度年度 目標値目標値

40.940.9％％平
成

18
年
度

達
成
度
【
総
括
】

■歩道の設置状況

●歩道設置率は全体で40%程度であり、直轄国道区間のうち約80％で歩道が設置されています。

■平成18年度の目標達成状況

●一般国道190号藤曲での歩道整備や一般国道２号厚狭・埴生バイパスに伴う歩道設置等により、平成

18年度の歩道設置率は40.9％となり目標を達成しました。

平
成

18
度

整
備
事
例
【
国
土
交
通
省
・
山
口
県
事
業
】

取
組
み
概
要

●自転車歩行者道を整備することで、通学路が連続化するとと

もに、安全な通行が可能となります。

山口県

一般国道190号藤曲自転車歩行者道 宇部市藤曲190

整備前

整備後

 

目
達
標
成

P28

自転車歩行車道を設置しました。
一般国道190号藤曲自転車歩行車道

宇部市藤曲

ー

紹介ページ

道路改良にあわせて、歩道を設置しました。
一般国道437号

周防大島町平野
山口県

道路改良にあわせて、歩道を設置しました。

事業内容

一般国道2号厚狭・埴生バイパス

下関市松屋国土

交通省

事業名称事業主体

平成18年度の目標達成に向けた主な事業

宇部市藤曲

一般国道437号 周防大島町平野
道路改良にあわせて、歩道を設置しました。

整備前 整備後

437

自転車
歩行車道の設置

190
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H15 H16 H17 H18 H19 (年度)

目標値
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歩道設置率の推移
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歩 道 が 歩 きに くい （幅 が 狭 い 、段
差 が 多 い 、障 害 物 が 多 い 等 ）

規 則 や マナ ーを守 ら ない 歩 行 者 や
自 転 車 が 多 い

自 転 車 が 歩 道 を通 り 危 ない

運 転 の 乱 雑 な人 が 多 い

歩 道 が 少 ない

街 灯 が 少 ない

住 宅 地 域 に 入 る 車 が 多 す ぎる

横 断 歩 道 が 少 ない

標 識 が 見 に くい 、分 か り に くい

歩 行 者 用 信 号 機 が 少 ない

そ の 他

特 に ない

わ か ら ない

(%)

平 成 2年 6月 調 査  

平 成 15年 5月 調 査

道路整備の面から歩
道設置や道幅を広げ
ることが求められて
います

平成15年5月 内閣府「交通安全に関する世論調査」

●高齢者、小学生について、死傷者、負傷者ともに数が多くなっています。

死傷者、負傷者数
ともに高齢者が
非常に多い

：死傷者数
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死傷者数 1 1 1 1 5 1 25

負傷者数 12 19 65 14 19 8 7 46 54 58 77 45 319
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：負傷者数

小学生の負傷者
割合が高い

小学生、高齢者の事故が多発しています小学生、高齢者の事故が多発しています


